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太良町議会だより147号　平成30年1月23日 （1）

12月定例会

一般会計の主な補正

♦障害者自立支援給付費負担金（国庫負担金）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１,０００万円
♦障害者自立支援給付費負担金（県負担金）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５００万円
♦児童措置費負担金（国庫負担金）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１，３２４千円
♦児童措置費負担金（県負担金）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５，６６２千円
♦施設型給付費負担金（国庫負担金）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７，７２１千円
♦施設型給付費負担金（県負担金）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４，４７５千円
♦保育所等整備交付金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１，４６５千円
♦中山間地域所得向上支援事業費補助金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３９８万円
♦海岸漂着物等地域対策推進事業費補助金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６，２９８千円
♦複合経営等漁家経営改善支援事業費補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２００万円

会期/12月8日～15日（8日間）

歳

　
　入

♦障害者自立支援給付費（施設入所支援等介護給付費等の利用増）・・・・・・・・・・ ２,０００万円
♦誕生祝金（出生児の増）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２１０万円
♦保育所等施設整備事業費補助金（町内保育園等への防犯カメラ設置）・・・・・・２，１９７千円
♦保育所運営委託料（処遇改善等加算及び公定価格等の改定等）・・・・・・・・・・・・・１,７００万円
♦施設型給付費負担金（処遇改善等加算及び公定価格等の改定等）・・・・・・・・・・・２,１４３万円
♦原材料費（町内４地区へのワイヤーメッシュ柵支給）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３９８万円
♦有害鳥獣被害防止対策費補助金（ワイヤーメッシュ柵等設置補助金）・・・・・・・１３３万円
♦複合経営等漁家経営改善支援事業費補助金（急速冷凍機導入補助金）・・・・・・３３３万円

歳

　
　出

平成29年度　一般会計の補正予算総額　     4,928万1千円
　　　　　　 補正後予算総額　　　　 72億6,154万1千円

新年のおよろこび申し上げます新年のおよろこび申し上げます
町民の皆様の御健勝と御多幸を願い皆様の負託に応えます町民の皆様の御健勝と御多幸を願い皆様の負託に応えます

議席番号 議長

議決結果議案番号 件名と主な内容（件名及び内容は一部省略しています）

12月定例会審議結果
12月定例会は、専決処分1件、条例議案5件、事件議案4件及び補正予算5件の計15件が町長より提案され
ました。審議結果は次のとおりです。
　　　　　賛成＝○　反対＝×　欠席＝欠　退席＝退　※議長は採決に加わらない。
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111098765321

承認第65号

専決処分事項の承認
　太良町一般会計補正予算（第3号）第48回衆議院議員
総選挙等に伴う経費1,491万3千円を増額補正し、補正後
の予算総額72億1,226万円とするもの。

－○○○○○○○○○○
太良町議会議員の議員報酬及び費用弁償等支給条例の
一部改正
　期末手当の支給割合の改正

可決第67号

－○○○○○○○○○○町長等の諸給与条例の一部改正
　期末手当の支給割合の改正

第68号 可決

－○○○○○○○○○○
職員の給与に関する条例の一部改正
　勤勉手当の支給割合の改正

第69号 可決

太良町営住宅管理条例の一部改正
　公営住宅法施行令の改正に伴い、条文の整理を行う
もの。

－○○○○○○○○○○第70号 可決

太良町中山キャンプ場の指定管理者指定
　指定する団体　太良美装
　指定の期間　　平成30年4月から3年間

－○○○○○○○○○○第71号 可決

－○○○○○○○○○○

－○○○○○○○○○○

可決
太良町職員の育児休業等に関する条例の一部改正
　地方公務員の育児休業等に関する法律の改正に伴い、
育児休業の対象となる子の範囲を見直すもの。

第66号

－○○○○○○○○○○可決
太良町社会教育施設等の指定管理者指定
　指定する団体　太良美装
　指定の期間　　平成30年4月から3年間

第72号

－○○○○○○○○○○可決
町道の一部廃止
　町道江岡・陣ノ内線の一部区間の廃止第73号
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議席番号 議長

議決結果議案番号 件名と主な内容（件名及び内容は一部省略しています）

12月定例会審議結果
12月定例会は、専決処分1件、条例議案5件、事件議案4件及び補正予算5件の計15件が町長より提案され
ました。審議結果は次のとおりです。
　　　　　賛成＝○　反対＝×　欠席＝欠　退席＝退　※議長は採決に加わらない。
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111098765321

承認第65号

専決処分事項の承認
　太良町一般会計補正予算（第3号）第48回衆議院議員
総選挙等に伴う経費1,491万3千円を増額補正し、補正後
の予算総額72億1,226万円とするもの。

－○○○○○○○○○○
太良町議会議員の議員報酬及び費用弁償等支給条例の
一部改正
　期末手当の支給割合の改正

可決第67号

－○○○○○○○○○○町長等の諸給与条例の一部改正
　期末手当の支給割合の改正

第68号 可決

－○○○○○○○○○○
職員の給与に関する条例の一部改正
　勤勉手当の支給割合の改正

第69号 可決

太良町営住宅管理条例の一部改正
　公営住宅法施行令の改正に伴い、条文の整理を行う
もの。

－○○○○○○○○○○第70号 可決

太良町中山キャンプ場の指定管理者指定
　指定する団体　太良美装
　指定の期間　　平成30年4月から3年間

－○○○○○○○○○○第71号 可決

－○○○○○○○○○○

－○○○○○○○○○○

可決
太良町職員の育児休業等に関する条例の一部改正
　地方公務員の育児休業等に関する法律の改正に伴い、
育児休業の対象となる子の範囲を見直すもの。

第66号

－○○○○○○○○○○可決
太良町社会教育施設等の指定管理者指定
　指定する団体　太良美装
　指定の期間　　平成30年4月から3年間

第72号

－○○○○○○○○○○可決
町道の一部廃止
　町道江岡・陣ノ内線の一部区間の廃止第73号
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議案番号 件名と主な内容（件名及び内容は一部省略しています）

議長111098765321

－○○○○○○○○○○
町道の一部廃止
　町道端月線の一部区間の廃止第74号

－○○○○○○○○○○
平成29年度太良町一般会計補正予算（第4号）
  障害者自立支援給付費等4,928万1千円を増額補正し、
補正後の予算総額72億6,154万1千円とするもの。

第75号

可決

－○○○○○○○○○○可決

可決

平成29年度太良町国民健康保険特別会計補正予算（第3号）
  一般会計繰入金105万1千円を減額補正し、補正後の予
算総額19億3,231万6千円とするもの。

第76号

－○○○○○○○○○○可決
平成29年度太良町漁業集落排水特別会計補正予算（第2号）
  人件費等の補正第77号

－○○○○○○○○○○可決
平成29年度太良町簡易水道特別会計補正予算（第2号）
  水道施設改良事業等55万円を増額補正し、補正後の予
算総額1億1,404万1千円とするもの。

第78号

－○○○○○○○○○○可決
平成29年度太良町水道事業会計補正予算（第3号）
  修繕費等の補正第79号

議席番号

議決結果
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みんなでチェック
Q&A

みんなでチェック
Q&A

Q　漁港建設費の補正で海岸漂着ごみ処理委託料
が900万円計上されているが、この積算根拠
とごみの処分方法はどうするのか。

A　積算根拠はごみ量が900㎥、㎥当たり１万円
で積算している。

　　作業は建設業協会に委託し、唐津市の業者が
産業廃棄物として処理。

（農林水産業費　水産業費）

Q　一部の指定管理施設のトイレ清掃等がされて
いない、契約内容の確認及び契約年数はどう
なっているのか。

A　施設を巡回して確認しているが、再度、業者
と話合い清掃の徹底を指導する。指定期間は
３年となっているが、１年での更新も可能で
ある。

（指定管理者の指定）

（民生費　児童福祉費）
Q　負担金補助及び交付金の補正額に保育所等施
設整備事業費補助金が219万7千円計上されて
いるが対象事業は何か。

A　児童等の安心・安全確保を目的として、防犯
カメラやモニターを２保育園と認定こども園
に設置する内容である。

議案審議

般
一
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質

議
員
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ポ
イ
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事
業
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。

健
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進
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長
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他
の
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と
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検
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も
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後
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。
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。
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。
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議
員

議
員
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の
管
理
者
が
町

内
に
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時
の
管
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は
。

企
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。
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。

 

学
校
問
題
に
つ
い
て

議
員
　
昨
年
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9
月
議
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で
、

町
内
小
中
学
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の
統
合
に
つ
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ま
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な
角
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か
ら
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す
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が
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と
質
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が
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の
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よ
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な
話
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合
い
が
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さ
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か
。

町
長
　
27
年
６
件
、
28
年
６
件
、

29
年
７
件
。

議
員
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。
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。

議
員
　
売
り
物
件
の
件
数
は
。

企
画
商
工
課
長
　
登
録
物
件
中

４
件
は
売
り
物
件
で
あ
る
。
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介
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。
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。
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。
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長
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。
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。
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又
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健
康
増
進
課
長
　
肺
が
ん
で
、

対
策
と
し
て
は
各
種
が
ん
検
診
。

今
後
の
住
宅
施
策
を
ど
う
す
る
の
か

答
▼
高
齢
者
用
住
宅
を
含
め
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

.
.
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般
一

問
質

議
員
　
受
診
率
向
上
の
為
ポ
イ

ン
ト
事
業
を
実
施
し
て
は
。

健
康
増
進
課
長
　
実
行
す
る
に

あ
た
り
他
の
団
体
と
の
協
議
検

討
も
必
要
と
な
る
の
で
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
受
診
率
達
成
の
地
区
に

褒
賞
金
を
出
す
制
度
は
作
れ
な

い
の
か
。

健
康
増
進
課
長
　
財
政
的
な
事

も
あ
り
現
在
の
と
こ
ろ
で
は
考

え
て
い
な
い
。

議
員
　
が
ん
検
診
は
苦
痛
を
軽

減
す
る
為
に
検
査
方
法
を
変
更

す
べ
き
と
思
う
が
。

健
康
増
進
課
長
　
検
査
方
法
を

変
え
る
と
医
療
機
関
の
受
け
入

れ
が
難
し
く
な
り
、
現
在
の
と

こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

議
員
　
受
診
率
を
あ
げ
て
早
期

発
見
に
つ
な
げ
る
為
に
は
受
診

し
や
す
い
環
境
や
体
制
を
整
え

る
必
要
が
あ
る
。
出
来
る
事
は

何
で
も
挑
戦
し
て
頂
き
た
い
。

一

待
永
る
い
子 

議
員

議
員
　
空
き
家
の
管
理
者
が
町

内
に
居
な
い
時
の
管
理
は
。

企
画
商
工
課
長
　
全
て
所
有
者

が
管
理
す
べ
き
と
考
え
る
。

議
員
　
空
き
家
バ
ン
ク
提
供
者

の
登
録
数
は
。

 

学
校
問
題
に
つ
い
て

議
員
　
昨
年
の
9
月
議
会
で
、

町
内
小
中
学
校
の
統
合
に
つ

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

議
論
す
る
必
要
が
あ
る
と
質

問
し
た
が
、そ
の
後
ど
の
よ
う

な
話
し
合
い
が
な
さ
れ
た
か
。

町
長
　
27
年
６
件
、
28
年
６
件
、

29
年
７
件
。

議
員
　
実
際
に
契
約
で
き
た
物

件
は
ど
れ
位
あ
る
の
か
。

町
長
　
契
約
件
数
は
３
件
。

議
員
　
倒
壊
の
お
そ
れ
の
あ
る

特
定
空
き
家
の
解
体
数
は
。

企
画
商
工
課
長
　
町
の
適
正
管

理
条
例
に
基
づ
き
２
件
。

議
員
　
売
り
物
件
の
件
数
は
。

企
画
商
工
課
長
　
登
録
物
件
中

４
件
は
売
り
物
件
で
あ
る
。

議
員
　
今
後
お
試
し
移
住
用
や

シ
ェ
ア
ー
ハ
ウ
ス
と
し
て
空
き

家
を
利
用
す
る
考
え
は
。

企
画
商
工
課
長
　
他
の
自
治
体

で
も
移
住
成
功
例
の
取
り
組
み

と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で

今
後
研
究
し
た
い
。

議
員
　
空
き
家
管
理
や
空
き
家

バ
ン
ク
事
業
拡
大
の
為
に
も
民

間
や
専
門
業
者
へ
の
委
託
が
必

要
か
と
思
う
が
。

企
画
商
工
課
長
　
町
の
実
態
に

合
っ
た
形
で
の
外
部
委
託
を
研

究
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
高
齢
者
や
単
身
者
の
住

宅
施
策
は
ど
う
す
る
の
か
。

町
長
　
高
齢
者
の
病
院
近
く
の

住
宅
施
策
に
つ
い
て
は
喫
緊
の

課
題
と
と
ら
え
て
い
る
。

健
康
づ
く
り
の
向
上
に
つ
い
て

議
員
　
町
内
の
特
定
健
診
や
が

ん
検
診
の
受
診
率
は
。

町
長
　
28
年
度
特
定
健
診
は

47
5
％
、
が
ん
検
診
は
29
7

％
。

議
員
　
特
定
健
診
や
が
ん
検
診

の
受
診
率
が
向
上
し
な
い
事
に

対
す
る
分
析
は
。

健
康
増
進
課
長
　
町
民
の
健
康

管
理
へ
の
意
識
が
低
い
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。

議
員
　
受
診
し
や
す
い
体
制
づ

く
り
を
目
指
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
っ
た
ら
ど
う
か
。

健
康
増
進
課
長
　
ア
ン
ケ
ー
ト

は
必
要
だ
と
考
え
る
。

議
員
　
太
良
町
で
一
番
高
い
死

亡
率
の
病
気
は
何
か
。
又
そ
れ

に
対
す
る
施
策
は
。

健
康
増
進
課
長
　
肺
が
ん
で
、

対
策
と
し
て
は
各
種
が
ん
検
診
。

今
後
の
住
宅
施
策
を
ど
う
す
る
の
か

答
▼
高
齢
者
用
住
宅
を
含
め
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

.
.
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般
一

問
質

1
1
5
3
万
円
で
交
付
農
家
数

は
4
1
5
戸
で
あ
る
。こ
れ
が

廃
止
と
な
る
と
農
家
所
得
が
大

き
く
減
少
す
る
が
対
応
は
ど
う

か
。

農
林
水
産
課
長
　
米
の
直
接
支

払
交
付
金
は
2
0
1
8
年
産
米

か
ら
廃
止
さ
れ
る
が
、水
田
活

用
直
接
支
払
交
付
金
は
継
続
さ

れ
る
の
で
、こ
れ
を
活
用
し
て

高
収
益
作
物
の
普
及
推
進
を
行

い
、所
得
の
増
加
に
つ
な
げ
た

い
。

議
員
　
移
住
定
住
の
推
進
に
つ

い
て
は
、長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン

に
よ
り
計
画
的
に
実
施
し
て
頂

き
た
い
。ま
た
、米
の
生
産
調
整

に
つ
い
て
は
、農
業
再
生
協
議

会
の
中
で
十
分
協
議
し
、生
産

者
へ
の
広
報
普
及
を
徹
底
し
て

頂
き
た
い
。

一

竹
下

　泰
信 

議
員

答
▼
居
住
す
る
住
宅
が
少
な
い
な
ど
課
題
は
多
い
が

移
住
交
流
推
進
機
構
な
ど
と
連
携
し
て
解
決
を
し
た
い

議
員
　
本
町
で
は
各
種
計
画
等

に
基
づ
き
、少
子
高
齢
化
や
転

出
に
よ
る
人
口
減
少
対
策
の
各

種
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

移
住
・
定
住
の
促
進
は
ど
う
し

て
い
る
の
か
。

町
長
　
移
住
希
望
者
に
マ
ッ
チ

し
た
求
人
情
報
が
な
い
、居
住

す
る
住
宅
が
少
な
い
な
ど
課
題

は
多
い
が
、移
住
交
流
推
進
機

構
な
ど
と
連
携
し
て
課
題
解
決

を
し
た
い
。

議
員
　
移
住
者
、定
住
者
が
町

内
に
住
み
た
い
場
合
、相
談
窓

口
は
ど
こ
か
。

企
画
商
工
課
長
　
空
き
家
情
報

バ
ン
ク
は
企
画
商
工
課
、町
営

住
宅
は
建
設
課
、内
容
に
よ
っ

て
関
係
各
課
と
連
携
し
て
対
応

し
て
い
る
。

議
員
　
県
外
出
身
者
の
農
業
従

事
者
が
賃
貸
住
宅
が
見
つ
か
ら

な
い
た
め
雇
用
者
と
同
居
し
て

い
る
実
態
が
あ
る
。対
応
は
如

何
か
。

町
長
　
原
則
的
に
は
雇
用
者
が

確
保
す
べ
き
だ
と
思
う
が
、将

来
は
町
内
に
在
住
し
て
農
業
を

や
り
た
い
の
で
あ
れ
ば
、町
ぐ

る
み
で
斡
旋
し
た
い
。

議
員
　
白
石
町
で
は「
し
ろ
い

し
農
業
塾
」を
立
ち
上
げ
て
新

規
農
業
就
業
者
を
育
成
し
て
お

り
、既
に
４
名
が
新
規
就
農
し
、

現
在
２
名
が
研
修
中
で
あ
る
。

本
町
で
も
新
規
就
農
者
を
受
け

入
れ
る
事
業
を
計
画
し
て
は
ど

う
か
。

農
林
水
産
課
長
　
町
外
の
方
が

町
内
で
農
業
を
や
り
た
い
希
望

が
あ
れ
ば
、最
大
限
支
援
を
や

り
た
い
。白
石
町
の
よ
う
な
事

業
は
行
っ
て
い
な
い
が
、農
業

者
確
保
の
観
点
か
ら
研
究
し
た

い
。

議
員
　
本
町
の
平
成
28
年
度
か

ら
過
去
５
年
間
の
人
口
推
移
を

み
る
と
、出
生
人
口
と
死
亡
人

口
の
差
は
５
０
１
人
の
減
少
。

ま
た
、転
入
者
と
転
出
者
の
差

引
人
口
は
４
５
２
人
の
減
少
で
、

こ
の
差
を
加
え
る
と
、年
平
均

１
９
１
人
が
減
少
。転
出
者
は

５
年
間
で
1
4
6
5
人
。こ
れ

を
年
齢
別
に
み
る
と
一
番
多
い

の
が
20
〜
29
歳
で
５
７
１
人
、

次
が
30
〜
39
歳
で
２
４
６
人
、

続
い
て
15
〜
19
歳
で
２
０
６
人

で
、19
歳
か
ら
39
歳
ま
で
が
70

％
を
占
め
、出
生
率
を
上
げ
る

対
策
と
19
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の

転
出
を
最
小
限
に
止
め
る
対
策

が
必
要
と
考
え
る
が
如
何
か
。

企
画
商
工
課
長
　
人
口
減
少
を

く
い
と
め
る
た
め
総
合
戦
略
等

を
策
定
し
、各
課
で
事
業
を
展

開
し
て
い
る
。今
後
も
全
町
挙

げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

今
後
の
米
生
産
調
整
の
実
施
方
法
は

議
員
　
昭
和
46
年
か
ら
本
格
的

に
実
施
さ
れ
た
米
の
生
産
調
整

が
本
年
産
米
で
終
了
し
、18
年

産
米
か
ら
国
の
生
産
数
量
目
標

配
分
が
廃
止
さ
れ
た
。今
後
の

対
応
は
如
何
か
。

町
長
　
国
か
ら
各
都
道
府
県
に

生
産
数
量
目
標
が
配
分
さ
れ
て

い
た
が
、今
後
は
県
か
ら
市
町

に
生
産
の
目
安
が
配
分
さ
れ
る
。

議
員
　
28
年
度
の
実
績
で
米

の
直
接
支
払
交
付
金
額
は

移
住
・
定
住
者
の
確
保
、
受
入
れ
体
制
の
整
備
、

拡
充
は般

一

問
質

議
員
　
賃
金
の
見
直
し
の
必
要

性
が
生
じ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
が
。

町
長
　
県
内
の
状
況
等
々
を
調

べ
さ
せ
た
結
果
、太
良
町
は
下

位
の
ラ
ン
ク
に
な
っ
て
い
る
。

夏
休
み
等
は
休
業
と
な
る
の
で

賃
金
を
見
直
す
時
期
が
来
て
お

り
、近
隣
市
町
の
状
況
を
見
な

が
ら
、新
年
度
予
算
で
上
げ
る

方
向
で
検
討
し
た
い
。

一

平
古
場

　公
子 

議
員

答
▼
大
浦
小
・
中
学
校
の
受
入
口
は
早
急
に
対
応
す
る

議
員
　
大
浦
小
学
校
、中
学
校

の
配
送
時
の
状
況
が
非
常
に
危

険
を
感
じ
る
が
、コ
ン
テ
ナ
の

重
さ
は
何
k
g 

あ
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長
　
各
学
校
に
よ

っ
て
、コ
ン
テ
ナ
の
大
き
さ
は

一
緒
だ
が
、中
に
入
っ
て
い
る

給
食
の
量
は
異
な
っ
て
い
る
。

大
体
平
均
す
る
と
一
つ
の
コ
ン

テ
ナ
は
3
0
0
k
g　
か
ら

3
3
0
k
g　
の
重
さ
で
あ
る
。

大
浦
中
学
校
に
つ
い
て
は

4
0
0
kg　近
く
に
な
っ
て
非

常
に
危
険
な
の
で
こ
れ
を
2
つ

に
分
け
て
配
送
を
し
て
い
る
。

議
員
　
大
浦
小
、中
学
校
の
受

入
施
設
の
デ
ッ
キ
は
昭
和
何
年

に
つ
く
ら
れ
た
の
か
。

学
校
教
育
課
長
　
校
舎
が
建
て

ら
れ
た
時
と
そ
う
変
わ
り
な
い

時
期
だ
と
思
う
の
で
大
浦
小
学

校
は
昭
和
45
年
、中
学
校
は
昭

和
53
年
頃
に
で
き
て
い
る
と
思

う
。

議
員
　
大
浦
小
学
校
の
デ
ッ
キ

に
は
保
護
者
の
送
り
迎
え
の
際

に
車
を
ぶ
つ
け
る
事
が
再
三
あ

っ
た
と
思
う
が
、そ
う
い
っ
た

苦
情
は
な
い
か
。

学
校
教
育
課
長
　
保
護
者
か
ら

の
苦
情
は
な
い
が
学
校
現
場
か

ら
は
、ど
う
に
か
な
ら
な
い
か

と
い
う
相
談
は
数
回
受
け
て
い

た
。

議
員
　
先
日
雨
の
日
に
搬
入
時

に
両
校
の
現
場
を
見
に
い
っ
た
。

大
き
な
事
故
に
な
ら
な
い
う
ち

に
早
急
な
対
応
が
必
要
と
思
う

が
。

町
長
　
少
子
高
齢
化
で
た
と
え

一
人
の
子
供
で
も
大
都
会
以
上

に
大
事
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。給
食
等
で
ど
ん
ど
ん
栄
養

を
つ
け
て
、い
い
体
格
を
持
つ

子
供
に
育
っ
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
る
。結
局
最
終
的
に

は
取
り
壊
し
て
い
い
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
。受
け
入

れ
は
フ
ラ
ッ
ト
に
し
て
、そ
の

ま
ま
ス
ラ
イ
ド
で
と
い
う
検
討

も
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。と
に
か
く
事
故
が
起
こ

る
前
に
、3
0
0
k
g　
か
ら

4
0
0
kg　
の
そ
の
コ
ン
テ
ナ

が
一
気
に
加
速
し
た
場
合
大
き

な
事
故
に
つ
な
が
る
か
ら
、そ

れ
は
早
急
に
対
応
さ
せ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

議
員
　
日
々
雇
用
職
員
の
募
集

を
さ
れ
て
い
た
が
応
募
の
状
況

は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

教
育
長
　
10
月
に
現
在
勤
務
し

て
も
ら
っ
て
い
る
調
理
員
の
知

人
等
を
あ
た
っ
て
も
ら
い
、調

理
員
の
個
別
募
集
を
行
っ
た
が

応
募
が
な
く
、班
回
覧
に
よ
る

町
内
一
斉
募
集
を
11
月
に
行
っ

た
が
、こ
れ
に
も
応
募
が
な
か

っ
た
た
め
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

求
人
を
出
し
た
が
、現
在
の
と

こ
ろ
、こ
れ
に
も
応
募
が
な
い

状
況
で
あ
る
。

議
員
　
率
直
に
い
っ
て
何
が
原

因
で
一
人
の
応
募
も
な
い
と
思

わ
れ
る
か
。

学
校
教
育
課
長
　
応
募
の
時
期

の
問
題
も
あ
る
と
思
う
が
ほ
か

の
い
ろ
い
ろ
な
面
か
ら
考
え
る

と
、現
在
の
調
理
員
の
待
遇
に

つ
い
て
も
再
考
す
る
必
要
性
も

視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
。

給
食
セ
ン
タ
ー
の
配
送
上
の
問
題
点
に
つ
い
て

大浦小給食搬入口
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般
一

問
質

議
員
　
賃
金
の
見
直
し
の
必
要

性
が
生
じ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
が
。

町
長
　
県
内
の
状
況
等
々
を
調

べ
さ
せ
た
結
果
、太
良
町
は
下

位
の
ラ
ン
ク
に
な
っ
て
い
る
。

夏
休
み
等
は
休
業
と
な
る
の
で

賃
金
を
見
直
す
時
期
が
来
て
お

り
、近
隣
市
町
の
状
況
を
見
な

が
ら
、新
年
度
予
算
で
上
げ
る

方
向
で
検
討
し
た
い
。

一

平
古
場

　公
子 

議
員

答
▼
大
浦
小
・
中
学
校
の
受
入
口
は
早
急
に
対
応
す
る

議
員
　
大
浦
小
学
校
、中
学
校

の
配
送
時
の
状
況
が
非
常
に
危

険
を
感
じ
る
が
、コ
ン
テ
ナ
の

重
さ
は
何
k
g 

あ
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長
　
各
学
校
に
よ

っ
て
、コ
ン
テ
ナ
の
大
き
さ
は

一
緒
だ
が
、中
に
入
っ
て
い
る

給
食
の
量
は
異
な
っ
て
い
る
。

大
体
平
均
す
る
と
一
つ
の
コ
ン

テ
ナ
は
3
0
0
k
g　
か
ら

3
3
0
k
g　
の
重
さ
で
あ
る
。

大
浦
中
学
校
に
つ
い
て
は

4
0
0
kg　近
く
に
な
っ
て
非

常
に
危
険
な
の
で
こ
れ
を
2
つ

に
分
け
て
配
送
を
し
て
い
る
。

議
員
　
大
浦
小
、中
学
校
の
受

入
施
設
の
デ
ッ
キ
は
昭
和
何
年

に
つ
く
ら
れ
た
の
か
。

学
校
教
育
課
長
　
校
舎
が
建
て

ら
れ
た
時
と
そ
う
変
わ
り
な
い

時
期
だ
と
思
う
の
で
大
浦
小
学

校
は
昭
和
45
年
、中
学
校
は
昭

和
53
年
頃
に
で
き
て
い
る
と
思

う
。

議
員
　
大
浦
小
学
校
の
デ
ッ
キ

に
は
保
護
者
の
送
り
迎
え
の
際

に
車
を
ぶ
つ
け
る
事
が
再
三
あ

っ
た
と
思
う
が
、そ
う
い
っ
た

苦
情
は
な
い
か
。

学
校
教
育
課
長
　
保
護
者
か
ら

の
苦
情
は
な
い
が
学
校
現
場
か

ら
は
、ど
う
に
か
な
ら
な
い
か

と
い
う
相
談
は
数
回
受
け
て
い

た
。

議
員
　
先
日
雨
の
日
に
搬
入
時

に
両
校
の
現
場
を
見
に
い
っ
た
。

大
き
な
事
故
に
な
ら
な
い
う
ち

に
早
急
な
対
応
が
必
要
と
思
う

が
。

町
長
　
少
子
高
齢
化
で
た
と
え

一
人
の
子
供
で
も
大
都
会
以
上

に
大
事
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。給
食
等
で
ど
ん
ど
ん
栄
養

を
つ
け
て
、い
い
体
格
を
持
つ

子
供
に
育
っ
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
る
。結
局
最
終
的
に

は
取
り
壊
し
て
い
い
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
。受
け
入

れ
は
フ
ラ
ッ
ト
に
し
て
、そ
の

ま
ま
ス
ラ
イ
ド
で
と
い
う
検
討

も
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。と
に
か
く
事
故
が
起
こ

る
前
に
、3
0
0
k
g　
か
ら

4
0
0
kg　
の
そ
の
コ
ン
テ
ナ

が
一
気
に
加
速
し
た
場
合
大
き

な
事
故
に
つ
な
が
る
か
ら
、そ

れ
は
早
急
に
対
応
さ
せ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

議
員
　
日
々
雇
用
職
員
の
募
集

を
さ
れ
て
い
た
が
応
募
の
状
況

は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

教
育
長
　
10
月
に
現
在
勤
務
し

て
も
ら
っ
て
い
る
調
理
員
の
知

人
等
を
あ
た
っ
て
も
ら
い
、調

理
員
の
個
別
募
集
を
行
っ
た
が

応
募
が
な
く
、班
回
覧
に
よ
る

町
内
一
斉
募
集
を
11
月
に
行
っ

た
が
、こ
れ
に
も
応
募
が
な
か

っ
た
た
め
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

求
人
を
出
し
た
が
、現
在
の
と

こ
ろ
、こ
れ
に
も
応
募
が
な
い

状
況
で
あ
る
。

議
員
　
率
直
に
い
っ
て
何
が
原

因
で
一
人
の
応
募
も
な
い
と
思

わ
れ
る
か
。

学
校
教
育
課
長
　
応
募
の
時
期

の
問
題
も
あ
る
と
思
う
が
ほ
か

の
い
ろ
い
ろ
な
面
か
ら
考
え
る

と
、現
在
の
調
理
員
の
待
遇
に

つ
い
て
も
再
考
す
る
必
要
性
も

視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
。

給
食
セ
ン
タ
ー
の
配
送
上
の
問
題
点
に
つ
い
て

大浦小給食搬入口
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般
一

問
質

い
道
に
奨
学
金
コ
ー
ス
を
新
設

す
る
こ
と
で
新
た
な
寄
付
が
見

込
め
る
。地
元
金
融
機
関
と
話

を
し
た
が
前
向
き
に
検
討
す
る

と
の
返
答
も
も
ら
っ
て
い
る
。

町
と
し
て
検
討
で
き
な
い
か
。

町
長
　
総
合
的
に
今
の
時
代
に

合
っ
た
貸
付
方
法
を
検
証
し
な

が
ら
、な
る
べ
く
い
い
方
向
で

検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。

一

田
川

　浩 

議
員

答
▼
今
の
時
代
に
合
っ
た
方
法
を
検
討
し
て
み
た
い

議
員
　
本
町
で
は
出
産
祝
い
金

な
ど
の
子
育
て
支
援
や
、住
宅

建
設
な
ど
定
住
促
進
の
政
策
を

行
っ
て
い
る
が
、そ
れ
も
人
口

減
少
に
端
を
発
し
て
い
る
。ま

た
、福
祉
施
設
で
も
介
護
職
員

の
確
保
が
難
し
い
現
状
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
解
決
で
き
る
方
法
と

し
て
給
付
型
奨
学
金
の
創
設

を
提
案
し
た
い
が
、現
在
約

９
０
０
０
人
で
あ
る
町
人
口
の

近
年
の
減
少
状
況
は
ど
う
か
。

町
民
福
祉
課
長
　
過
去
５
年
間

で
年
平
均
１
８
５
人
減
少
し
て

い
る
。

議
員
　
出
生
と
死
亡
の
差
で
あ

る
自
然
減
と
、転
出
と
転
入
の

差
で
あ
る
社
会
減
に
つ
い
て
は

ど
う
か
。

町
民
福
祉
課
長
　
自
然
減
が
年

平
均
１
０
０
人
ほ
ど
で
、社
会

減
が
年
平
均
９
０
人
ほ
ど
に
な

っ
て
い
る
。

議
員
　
現
在
の
町
の
奨
学
金
に

は
、無
利
子
だ
が
返
済
の
必
要

が
あ
る
も
の
と
、水
産
講
習
所

か
農
業
大
学
へ
通
う
こ
と
が
条

件
で
返
済
の
必
要
が
な
い
給
付

型
奨
学
金
が
あ
る
。給
付
型
の

金
額
は
い
く
ら
か
。

学
校
教
育
課
長
　
年
額
７
万
８

千
円
以
内
と
な
っ
て
い
る
。

議
員
　
近
年
の
利
用
者
は
。

学
校
教
育
課
長
　
過
去
３
年
で

平
成
26
年
の
１
件
。

議
員
　
貸
付
型
奨
学
金
の
金
額

と
利
用
者
は
。

学
校
教
育
課
長
　
年
間
貸
付
額

は
高
校
で
24
万
円
以
内
、大
学

で
48
万
円
以
内
。そ
れ
に
入
学

年
に
加
算
金
が
あ
る
。利
用
者

は
過
去
３
年
間
で
７
人
で
あ
る
。

議
員
　
鹿
児
島
県
長
島
町
に
ユ

ニ
ー
ク
な
奨
学
金
制
度
が
あ
る
。

ま
ず
、町
と
地
元
企
業
が
お
金

を
出
し
合
い
基
金
を
作
る
。次

に
、地
元
金
融
機
関
に
通
常
よ

り
低
い
金
利
で
教
育
ロ
ー
ン
を

売
り
出
し
て
も
ら
い
、そ
れ
を

学
生
が
い
る
家
庭
の
保
護
者
に

利
用
し
て
も
ら
う
。学
生
が
学

校
を
卒
業
し
て
10
年
以
内
に
地

元
に
戻
っ
て
き
て
か
つ
、そ
の

ロ
ー
ン
を
返
済
し
終
え
る
と
、

町
か
ら
そ
の
ロ
ー
ン
の
元
金
を

そ
の
後
10
年
に
渡
っ
て
10
分
割

で
補
て
ん
す
る
と
い
う
し
く
み

だ
。も
し
、10
年
以
内
に
戻
ら
な

く
て
も
、そ
の
利
子
分
だ
け
は

そ
の
基
金
か
ら
補
て
ん
す
る
こ

と
に
な
る
。同
じ
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
で
富
山
県
氷
見
市
や
群
馬

県
下
仁
田
町
で
も
行
っ
て
い
る

が
、本
町
で
も
創
設
を
考
え
ら

れ
な
い
か
。

教
育
長
　
慎
重
に
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

議
員
　
こ
の
制
度
を
創
設
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、Ｕ
タ
ー
ン
率

が
上
が
っ
た
り
、家
庭
の
負
担

軽
減
に
な
る
以
外
に
も
様
々
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

ま
ず
、こ
れ
ま
で
町
で
や
っ
て

い
た
審
査
と
回
収
を
金
融
機
関

に
や
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

る
。ま
た
、財
源
に
好
調
な
ふ
る

さ
と
納
税
を
活
用
し
、そ
の
使

返
済
不
要
の
給
付
型
奨
学
金
の
創
設
は

考
え
ら
れ
な
い
か

般
一

問
質

町
長
　
あ
ら
ゆ
る
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
２
市
１
町
の
協
議
会

を
中
心
に
万
全
を
期
し
た
い
。

町
内
の
水
道
事
業
と
課
題
に
つ
い
て

議
員
　
人
口
減
少
社
会
の
中
で
、

給
水
人
口
給
水
量
は
減
少
の
一

途
で
厳
し
い
運
営
状
況
に
あ
る

が
現
状
は
。

町
長
　
上
水
道
１
施
設
、
簡
易

水
道
６
施
設
、
飲
料
水
供
給
施

設
７
施
設
、
民
営
６
施
設
で
あ

る
。

議
員
　
民
営
施
設
も
水
源
地
給

配
水
の
管
理
、
検
針
、
料
金
徴

収
、
水
質
検
査
、
修
理
等
経
費

等
の
負
担
増
で
あ
る
。
支
援
の

拡
充
に
つ
い
て
は
。

町
長
　
施
設
の
維
持
管
理
の
支

援
の
拡
充
を
検
討
し
た
い
。

議
員
　
民
営
施
設
の
町
営
移
管

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長
　
財
源
確
保
や
関
係
機
関

と
の
調
整
も
あ
る
が
、
地
元
要

望
を
踏
ま
え
前
向
き
に
検
討
し

た
い
。

一

末
次

　利
男 

議
員

議
員
　
平
成
13
年
か
ら
制
度
開

始
さ
れ
た
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
交
付
金
事
業
は
、
耕
作
放

棄
の
発
生
防
止
に
対
す
る
交
付

事
業
で
あ
る
。
高
齢
化
や
担
い

手
不
足
、
鳥
獣
被
害
に
よ
り
加

入
面
積
、
加
入
集
落
が
減
少
し

て
い
る
が
実
態
は
ど
う
か
。

 

学
校
問
題
に
つ
い
て

議
員
　
昨
年
の
9
月
議
会
で
、

町
内
小
中
学
校
の
統
合
に
つ

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

議
論
す
る
必
要
が
あ
る
と
質

問
し
た
が
、そ
の
後
ど
の
よ
う

な
話
し
合
い
が
な
さ
れ
た
か
。

町
長
　
平
成
14
年
の
協
定
集
落

数
35
、
平
成
28
年
の
協
定
集
落

は
21
で
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。

議
員
　
現
状
に
対
す
る
課
題
に

つ
い
て
は
。

町
長
　
労
働
力
不
足
や
鳥
獣
被

害
に
伴
う
生
産
意
欲
の
衰
退
等

問
題
で
あ
り
、
将
来
的
に
集
落

の
活
力
低
下
に
危
機
感
を
感
じ

て
い
る
。

議
員
　
有
害
鳥
獣
対
策
の
効
果

と
実
態
は
。

町
長
　
捕
獲
と
囲
い
で
様
々
な

対
策
を
実
施
し
て
い
る
が
効
果

が
上
が
っ
て
い
な
い
。
既
存
の

電
気
牧
柵
、
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ

ュ
等
の
施
設
の
管
理
不
足
に
よ

る
侵
入
被
害
等
新
た
な
問
題
が

生
じ
て
い
る
。

議
員
　
現
状
に
対
す
る
対
策
の

拡
充
に
つ
い
て
は
。

町
長
　
補
助
事
業
等
で
整
備
し

た
施
設
の
管
理
徹
底
と
捕
獲
体

制
の
拡
充
を
図
る
た
め
狩
猟
免

許
取
得
に
係
る
費
用
支
援
等
、

総
合
的
取
組
み
が
重
要
と
思
う
。

議
員
　
資
源
（
ジ
ビ
エ
）
へ
の

活
用
に
つ
い
て
は
。

町
長
　
衛
生
面
で
適
正
な
処
理

が
必
要
な
事
か
ら
今
後
の
課
題

で
あ
る
。

議
員
　
捕
獲
後
の
処
理
処
分
へ

の
対
応
に
つ
い
て
は
。

町
長
　
一
般
的
な
埋
却
処
分
は
、

猟
友
会
の
高
齢
化
が
進
む
中
で

負
担
軽
減
に
向
け
た
処
分
の
あ

り
方
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

議
員
　
農
業
共
済
組
合
で
支
払

わ
れ
た
実
績
は
被
害
箇
所
の
一

部
と
思
う
が
面
積
と
金
額
は
。

農
林
水
産
課
長
　
３
割
以
上
が

該
当
で
、
4
.
3
ヘ
ク
タ
ー
ル

1
0
5
万
円
が
支
払
わ
れ
て
い

る
。

議
員
　
被
害
範
囲
は
年
々
拡
大

し
て
、
田
畑
や
特
用
林
産
物
に

も
お
よ
び
こ
の
ま
ま
で
は
平
坦

地
の
住
宅
地
へ
の
侵
入
も
考
え

ら
れ
る
。
万
全
の
対
策
が
望
ま

れ
る
が
。

農
林
水
産
課
長
　
あ
ら
ゆ
る
対

策
で
イ
ノ
シ
シ
に
根
負
け
し
な

い
よ
う
、
各
地
域
で
捕
獲
者
の

確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

議
員
　
全
国
的
に
有
害
鳥
獣
の

被
害
が
社
会
問
題
化
し
て
い
る
。

学
習
能
力
が
高
い
と
言
わ
れ
る

イ
ノ
シ
シ
対
策
は
担
当
課
だ
け

で
解
決
は
難
し
い
と
思
う
が
。

農
業
振
興
と
有
害
鳥
獣
対
策
に
万
全
を

答
▼
一
次
産
業
が
７
割
を
占
め
る
我
が
町
で
農
家
の

支
援
に
総
合
的
対
策
を
練
り
予
算
を
組
む
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般
一

問
質

町
長
　
あ
ら
ゆ
る
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
２
市
１
町
の
協
議
会

を
中
心
に
万
全
を
期
し
た
い
。

町
内
の
水
道
事
業
と
課
題
に
つ
い
て

議
員
　
人
口
減
少
社
会
の
中
で
、

給
水
人
口
給
水
量
は
減
少
の
一

途
で
厳
し
い
運
営
状
況
に
あ
る

が
現
状
は
。

町
長
　
上
水
道
１
施
設
、
簡
易

水
道
６
施
設
、
飲
料
水
供
給
施

設
７
施
設
、
民
営
６
施
設
で
あ

る
。

議
員
　
民
営
施
設
も
水
源
地
給

配
水
の
管
理
、
検
針
、
料
金
徴

収
、
水
質
検
査
、
修
理
等
経
費

等
の
負
担
増
で
あ
る
。
支
援
の

拡
充
に
つ
い
て
は
。

町
長
　
施
設
の
維
持
管
理
の
支

援
の
拡
充
を
検
討
し
た
い
。

議
員
　
民
営
施
設
の
町
営
移
管

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長
　
財
源
確
保
や
関
係
機
関

と
の
調
整
も
あ
る
が
、
地
元
要

望
を
踏
ま
え
前
向
き
に
検
討
し

た
い
。

一

末
次

　利
男 

議
員

議
員
　
平
成
13
年
か
ら
制
度
開

始
さ
れ
た
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
交
付
金
事
業
は
、
耕
作
放

棄
の
発
生
防
止
に
対
す
る
交
付

事
業
で
あ
る
。
高
齢
化
や
担
い

手
不
足
、
鳥
獣
被
害
に
よ
り
加

入
面
積
、
加
入
集
落
が
減
少
し

て
い
る
が
実
態
は
ど
う
か
。

 

学
校
問
題
に
つ
い
て

議
員
　
昨
年
の
9
月
議
会
で
、

町
内
小
中
学
校
の
統
合
に
つ

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

議
論
す
る
必
要
が
あ
る
と
質

問
し
た
が
、そ
の
後
ど
の
よ
う

な
話
し
合
い
が
な
さ
れ
た
か
。

町
長
　
平
成
14
年
の
協
定
集
落

数
35
、
平
成
28
年
の
協
定
集
落

は
21
で
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。

議
員
　
現
状
に
対
す
る
課
題
に

つ
い
て
は
。

町
長
　
労
働
力
不
足
や
鳥
獣
被

害
に
伴
う
生
産
意
欲
の
衰
退
等

問
題
で
あ
り
、
将
来
的
に
集
落

の
活
力
低
下
に
危
機
感
を
感
じ

て
い
る
。

議
員
　
有
害
鳥
獣
対
策
の
効
果

と
実
態
は
。

町
長
　
捕
獲
と
囲
い
で
様
々
な

対
策
を
実
施
し
て
い
る
が
効
果

が
上
が
っ
て
い
な
い
。
既
存
の

電
気
牧
柵
、
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ

ュ
等
の
施
設
の
管
理
不
足
に
よ

る
侵
入
被
害
等
新
た
な
問
題
が

生
じ
て
い
る
。

議
員
　
現
状
に
対
す
る
対
策
の

拡
充
に
つ
い
て
は
。

町
長
　
補
助
事
業
等
で
整
備
し

た
施
設
の
管
理
徹
底
と
捕
獲
体

制
の
拡
充
を
図
る
た
め
狩
猟
免

許
取
得
に
係
る
費
用
支
援
等
、

総
合
的
取
組
み
が
重
要
と
思
う
。

議
員
　
資
源
（
ジ
ビ
エ
）
へ
の

活
用
に
つ
い
て
は
。

町
長
　
衛
生
面
で
適
正
な
処
理

が
必
要
な
事
か
ら
今
後
の
課
題

で
あ
る
。

議
員
　
捕
獲
後
の
処
理
処
分
へ

の
対
応
に
つ
い
て
は
。

町
長
　
一
般
的
な
埋
却
処
分
は
、

猟
友
会
の
高
齢
化
が
進
む
中
で

負
担
軽
減
に
向
け
た
処
分
の
あ

り
方
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

議
員
　
農
業
共
済
組
合
で
支
払

わ
れ
た
実
績
は
被
害
箇
所
の
一

部
と
思
う
が
面
積
と
金
額
は
。

農
林
水
産
課
長
　
３
割
以
上
が

該
当
で
、
4
.
3
ヘ
ク
タ
ー
ル

1
0
5
万
円
が
支
払
わ
れ
て
い

る
。

議
員
　
被
害
範
囲
は
年
々
拡
大

し
て
、
田
畑
や
特
用
林
産
物
に

も
お
よ
び
こ
の
ま
ま
で
は
平
坦

地
の
住
宅
地
へ
の
侵
入
も
考
え

ら
れ
る
。
万
全
の
対
策
が
望
ま

れ
る
が
。

農
林
水
産
課
長
　
あ
ら
ゆ
る
対

策
で
イ
ノ
シ
シ
に
根
負
け
し
な

い
よ
う
、
各
地
域
で
捕
獲
者
の

確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

議
員
　
全
国
的
に
有
害
鳥
獣
の

被
害
が
社
会
問
題
化
し
て
い
る
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学
習
能
力
が
高
い
と
言
わ
れ
る

イ
ノ
シ
シ
対
策
は
担
当
課
だ
け

で
解
決
は
難
し
い
と
思
う
が
。

農
業
振
興
と
有
害
鳥
獣
対
策
に
万
全
を

答
▼
一
次
産
業
が
７
割
を
占
め
る
我
が
町
で
農
家
の

支
援
に
総
合
的
対
策
を
練
り
予
算
を
組
む
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所管事務調査

ー町営海底耕うんの実施状況と
　　　　　　　　　　熊本県・水上村、西原村を行政視察ー

ー町営海底耕うんの実施状況と
　　　　　　　　　　熊本県・水上村、西原村を行政視察ー

鹿児島県さつま町
29.11.13
健康づくり向上施策
①ポイント事業
②区への褒賞金
③多画的な組織づくり
　
　検診受診率の低さ

　・ポイント事業の創設
　・受診しやすい整備作り
　・町民の意識向上

＜太良町の課題＞

・小さい子供向けのイベントが少ない
・育休中ママたちの楽しめるイベントや場所がない
・子育てに関する研修が少ない
・楽しく遊べる公園が少ない

問題提起を受け、３０年１月に子育て支援の先進地である福岡県八女市へ出向
き、総務常任委員会として学習してきます。

鹿児島県長島町
29.11.14
給付型奨学金制度
①条件付給付型奨学金制度
②金融機関との連携
③町をあげての基金作り

若者の流出

①学校を卒業してUターンするしくみ
②奨学金を使った施策
③借りやすく返済しやすい奨学金制度

総務常任委員会視察総務常任委員会視察

子育て支援事業について子育て支援事業について

　本委員会では、有明海の再生事業である大浦地区の海底耕うんの実施状況を
視察しました。
　作業船や潜水士船など合計22隻でじょれんを使って、クマサルボウ・モガイ
養殖場を耕うんする作業でした。有明海特産のタイラギ漁の休業、アゲマキや
生息魚種の減少など有明海の資源回復は深刻な課題であります。
　行政視察研修は水上村では産業振興と地域おこし協力隊の活用状況を、西原
村では熊本震災の復興状況を視察しました。水上村は人口約2,300人で、森林面

積が92％を占め、高齢化率38.5％の自然豊かな村です。
　この村では「安心して働き」「幸せに暮らせる」を理念に既存農産物（米、イチゴ、シイタケ、タケノコ）
の輸出にも挑戦している村です。
　協力隊の活用は産業振興課に2名が配置され、農産物等の販路開拓、パッケージデザインの制作など村のPR
活動を推進していました。また、第三セクター（株）みずかみに陸上競技経験者が1名配置され、クロスカン
トリーを活用した実業団、大学などの合宿誘致を行い集客力を向上させ、活性化が図られていました。
　阿蘇郡西原村は、人口約6,750名で熊本市と隣接する村です。28年4月に発生し
た熊本地震による被害の状況は、死者8名、負傷者56名、家屋建物の全半壊以上
の被害1,888棟、避難所5箇所には1,809名が避難し、農業用ダムや農業用施設等
も大きな被害を受けた、とのことでした。
　復旧・復興の課題は①災害公営住宅の早期建設　②生活、社会基盤の早急な復
旧　③財源の確保と財政の精査等が重要である、との説明を受けました。復旧・
復興は計画に基づいて進められていました。

～経済建設常任委員会～

場　所
日　時
目　的
施　策

場　所
日　時
目　的
施　策

☆太良町の課題☆太良町の課題

☆今後取り組み
たい事　　
☆今後取り組み
たい事　　

　過疎地域の活性
化に関するシンポ
ジウムが平成29年
10月19日に佐賀市
で、20日に太良町
で開催されました。
両日とも地域活性

化事例や体験談を数多く聞くことができました。
基調講演講師の人口は縮小していくのでコミュニティ
が、再び重要になる時代が来る、や、パネラーの共通
点として、行政やコンサルタントなどに一方的に頼ら
ず、住民が主体となり事業を進めていく姿勢が大切で
あるとの言葉が印象に残りました。

第20回市町村行政講演会第20回市町村行政講演会

～人が輝く地域づくり～～人が輝く地域づくり～

　第61回町村議会
議長全国大会が平
成29年11月22日に
東京NHKホールに
おいて、「地方創生
の実現をめざして」
をメインテーマに開
催されました。

　少子・高齢化や過疎化、本格的な人口減少社会が到来
し、多くの町村が厳しい経済・雇用情勢に悩まされ、地
域の活力は減退しており、また、東日本大震災や熊本地
震等の大規模災害からの復旧・復興に向けて解決すべき
課題が山積していることが確認されました。
　これからは、国と地方が一体となって、本格的な復
旧・復興への取り組みを加速化させるとともに、人口減
少の克服と地方創生を実現するためには、町村の自治能
力を高め、都市と農山漁村が共生しうる社会を進めてい
くことを宣言されました。
　最後に地方創生のさらなる推進、町村財政の強化など
17件を決議し終了しました。

～地方創生の実現をめざして～～地方創生の実現をめざして～

町議会広報研修会町議会広報研修会

平成29年度
森林・林業・林産業活性化

九州大会

平成29年度
森林・林業・林産業活性化

九州大会

平成29年10月24日（火）
　佐賀市文化会館にて講
師に大分大学助教授姫野
由香氏を迎え、「地域の
課題に向き合う～地域の創生に大切な三つの要件
～」と題しての講演を受けました。まず住み継がれ
る集落を作る、住民主体の都市計画、まちづくりへ
の役立て方など、どう住まい、いかに継がれていく
べきか。空き家を地域で活かす可能性や空き家の再
生事業が集落をよみがえらせる等、集落を介して移
住者を受け入れる対策をしていかなければならない。
今からでも取り組むべきだとの事でした。行政と一
体となって取り組み、太良町の人口が少しでも増え
るような町づくりに生かせたらと思いました。

日時　29.10.30　佐賀市　グランデはがくれ
講師　熊本大学客員教授　越地真一郎 氏

主観＝個人の考え・意見
客観＝動かしがたい事実

※見出しは主役＝10字前後が理想
「伝える」と「伝わる」は別
・自分に分かることが他人に分かるとは限らない
・文章を書く時は、必ず音読をする
“誰にでも分かる広報誌作り”

　平成29年10月26日、大分市で平成29年度森林・
林業・林産業活性化九州大会が九州各県から約1,100
人の参加のもと開催されました。
　初めに、一般財団法人日本経済研究所の鍋山専務
理事から、「林業復活と地域創生」をテーマに基調
講演があり、森林の持つ多面的機能の活用と森林を
活かした多面的戦略を実践することにより、林業は
復活し、更には地域創生にも繋げることができると
いう今後の林業の可能性に触れられ、全国各地の
様々な先進事例の紹介がありました。
　また、林野庁森林整備部治山課の猪島課長からは、
7月に発生した九州北部豪雨災害の概要や今後の治山
対策への取り組みについての報告等がありました。
　大会の最後には、「森林環境税（仮称）の創設に
よる安定的かつ恒久的な財源確保」、「国産材の需
要拡大を図る新たな法制度の創設」、「林業の成長
産業化、国際競争力の強化及び地方創生の実現」、
「緑の国土強靭化の推進」の４項目を決議し終了し
ました。

全国過疎問題シンポジウム2017inさが

記事を主観だけで書いてはいけない
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全国過疎問題シンポジウム2017inさが

記事を主観だけで書いてはいけない
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待
永
る
い
子

竹
下

　泰
信

川
下

　武
則

江
口

　孝
二

田
川

　
　浩

委  

員  

長

副
委
員
長

委

　
　員 編

集
室
よ
り

編
集
委
員
会

　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、つ
つ
が
な
く
新
し
い

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。新
年
の
町

政
を
展
望
し
ま
す
と
、少
子
高

齢
化
等
の
地
方
創
生
と
産
業

振
興
、社
会
保
障
、老
朽
化
す

る
イ
ン
フ
ラ
対
策
な
ど
難
問

が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　町
議
会
は
町
民
の
皆
様
の

福
祉
の
向
上
を
目
指
し
町
執

行
部
と
共
に
課
題
解
決
に
一

層
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　な
お
、今
年
よ
り
議
会
だ
よ

り
の
発
行
は
13
日
よ
り
23
日

に
変
更
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

議
会
の
主
な
活
動
10
月
〜
12
月

10月

45162018181920242525263031

11月12月

議会クイズ!!

※締め切り／ 2月16日　消印有効
※当選発表はお買物券の発送（抽選）をもって代えさせていただきます。

〒849-1698　太良町大字多良1-6太良町議会事務局「議会クイズ係」宛
解った方は、ハガキに答えを明記し、住所・氏名・電話番号をご記入の上、下記に応募下さい。

お買物券が当たる！
Q） 平成29年11月末の太良町の人口は？

A） ①約20,000人　　②約9,000人　　③約5,000人

・ 

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

・ 
長
野
県
軽
井
沢
町
議
会
行
政
視
察
来
庁 

・ 

総
務
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

・ 
有
明
海
沿
岸
道
路
西
部
地
区
建
設
促
期
成
会
要
望
活
動

・ 
平
成
29
年
度
市
町
村
議
会
議
員
研
修

・ 

太
良
町
営
山
林
運
営
委
員
会
先
進
地
視
察

・ 

全
員
協
議
会（
例
会
）

・ 

全
国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
1
7
i
n
さ
が
全
体
会

・ 

全
国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
1
7
i
n
さ
が
分
科
会

・ 

全
員
協
議
会 

・ 
第
20
回
市
町
村
行
政
講
演
会

・ 

国
道
2
0
7
号
改
良
促
進
期
成
同
盟
会
及
び
有
明
海
沿
岸
道
路
西
部
地
区
建
設
促
期
成
会
要
望
活
動

・ 

平
成
29
年
度
差
別
の
現
実
に
学
ぶ
研
修
会

・ 

平
成
29
年
度
森
林
・
林
業
・
林
産
業
活
性
化
九
州
大
会

・ 

平
成
29
年
度
町
村
議
会
広
報
研
修
会

・ 

平
成
29
年
第
2
回
佐
賀
県
西
部
広
域
環
境
組
合
定
例
議
会

・ 

有
明
海
沿
岸
道
路
西
部
地
区
建
設
促
期
成
会
要
望
活
動

・ 

学
校
教
育
現
場
視
察

・ 

第
46
回
太
良
町
文
化
祭

・ 

佐
賀
県
町
村
議
会
議
長
会
議

・ 

総
務
常
任
委
員
会
行
政
視
察

・ 

全
員
協
議
会(

例
会
）

・ 

経
済
建
設
常
任
委
員
会
行
政
視
察

・ 

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
11
月
定
例
会

・ 

地
方
自
治
法
施
行
70
周
年
記
念
式
典

・ 

県
選
出
国
会
議
員
と
の
行
政
懇
談
会

・ 

第
61
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会

・ 

郡
市
対
抗
県
内
一
周
駅
伝
大
会
嬉
野
・
太
良
チ
ー
ム
結
団
式

22371415171720212226
・ 

小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
等
引
渡
式 

・ 

議
会
運
営
委
員
会

・ 

12
月
定
例
会
招
集 

・ 

全
員
協
議
会(

例
会
）

・ 

12
月
定
例
会
一
般
質
問

・ 

12
月
定
例
会
一
般
質
問

・ 

12
月
定
例
会
議
案
審
議 

・ 

全
員
協
議
会

・ 

杵
藤
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
焼
却
施
設
等
解
体
工
事
安
全
祈
願
祭

・ 

有
明
海
沿
岸
道
路
・
佐
賀
県
南
西
自
動
車
道
建
設
促
進
期
成
会
総
会

・ 

ア
ン
ビ
ッ
ク
ス
太
良
小
水
力
発
電
所
落
成
式

・ 

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

・ 

消
防
団
年
末
特
別
警
戒
巡
視
活
動

581213151821242529

平成29年度（10月～12月分）
議長交際費の支出状況

件数

2

2

4

支出額（円）

7,000

8,640

15,640 

種別

祝儀

会費

慶弔

贈呈

謝礼

その他

合計

13
〜

16
〜

16
〜

17
〜


